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全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議

～
要
望
事
項
実
現
を
目
指
し
て
～

日
本
遺
族
会
は
、
６
月

日
に
自

30

由
民
主
会
館
で
、
来
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
向
け
、
平
和
の
語
り
部
の

拡
充
強
化
等
の
要
望
事
項
の
完
全
実

現
を
目
指
し
て
、
関
係
省
庁
や
自
由

民
主
党
国
会
議
員
を
来
賓
に
招
い
て

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

本
県
か
ら
三
宅
理
事
長
ら
４
名
が

参
加
し
、
会
議
終
了
後
、
小
野
田
紀

美
大
臣
や
地
元
選
出
の
自
民
党
衆
参

国
会
議
員
に
平
和
の
語
り
部
事
業
の

拡
充
強
化
を
は
じ
め
と
す
る
遺
族
会

の
要
望
事
項
の
実
現
を
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
の

日
に
は
、
昭
和

29

百
年
記
念
「
平
和
の
語
り
部
大
会
」

が
、
同
じ
く
自
由
民
主
会
館
で
「
記
憶

継
承
」
を
テ
ー
マ
に
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
遺
族
会
よ
り
開

催
意
図
や
全
国
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
後
、

体
験
者
、

次
世
代
の

方
か
ら
講

話
が
そ
れ

ぞ
れ
披
露

さ
れ
ま
し

た
。

（
写
真
は

大
臣
室
で

の
陳
情
の

様
子)

昭
和
百
年
記
念
「
平
和
の
語
り

部
第
一
回
定
期
講
話
会
」

県
連
盟
で
は
、
本
年
、
昭
和
百
年

の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
昭
和

百
年
記
念
と
銘
打
ち
、
戦
争
体
験
者

の
記
憶
の
次
世
代
へ
の
継
承
に
向
け

て
、
語
り
部
の
発
掘
・
育
成
に
繋
げ

る
と
と
も
に
、
広
く
語
り
部
を
周
知

す
る
場
と
し
て
定
期
講
話
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

５
月
５
日
の
県
護
国
神
社
で
の
第

１
回
講
話
会
で
は
、
倉
敷
市
遺
族
連

合
会
の
諏
訪
妙
子
女
性
部
長
が
「
従

軍
看
護
婦
と
し
て
召
集
さ
れ
た
母
」、

小
田
郡
遺
族
連
合
会
の
竹
内
正
弘
会

長
が
「
戦
艦
大
和
で
戦
死
し
た
叔

父
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
語
り
部

講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
春
の
岡
山
県
戦
没
者
慰

霊
祭
の
祭
典
終
了
後
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
百
人
を
超
え
る
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

定
期

講
話
会

は
、
今

年
度
４

回
実
施

予
定
で

す
。

(

写
真
は

講
話
中

の
諏
訪

女
性
部

長
）

県
連
盟
平
和
の
語
り
部
大
会

～
第
２
回
定
期
講
話
会
～

県
連
盟
で
は
、
終
戦
か
ら

年
の

80

節
目
を
前
に
、
７
月

日(

木)

に
岡

30

山
市
内
で
、
遺
族
に
加
え
、
一
般
の

方
や
報
道
関
係
者
ら
約
百
名
の
参
加

を
得
て
、
語
り
部
の
拡
充
強
化
に
向

け
て
「
平
和
の
語
り
部
大
会
」
を
定

期
講
話
会
と
兼
ね
て
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
ま
ず
総
社
市
遺
族
連

合
会
の
塩
出
裕
衛
会
長
代
行
が
「
父

の
戦
死
と
私
の
願
い
」、
横
田
秀
夫
副

会
長
が
「
父
の
最
期
を
伝
え
る
上
官

か
ら
の
手
紙
」、
浅
沼
艶
子
女
性
部
長

が
「
戦
死
し
た
二
人
の
父
」
と
題
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
語
り
部
講
話
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
日
本
遺
族
会
の
細
貝
洋

子
平
和
の
語
り
部
事
業
本
部
長
か
ら

「
誰
も
が
語
り
部
に
な
る
た
め
に
」

と
題
し
て
、
熱
心
か
つ
具
体
的
な
説

明
が
あ

り
ま
し

た
。
加

え

て
、

静
岡
県

庁
の
作

成
し
た

語
り
部

の
動
画

の
紹
介

も
あ
り

ま
し
た
。

（
写
真
は
講
話
中
の
浅
沼
女
性
部
長
）

県
連
盟
合
同
研
修
会
を
開
催

令
和
８
年
度
合
同
研
修
会
を
５
月

日(

火)

か
ら
２
日
間
、
高
知
県
方

26面
で
三
宅
理
事
長
を
は
じ
め

名
が

38

参
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
南
国
市
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
太
平
洋
戦
争
当
時
の

「
前
浜
掩
体
群
」
航
空
機
格
納
庫
を

見
学
し
た
後
、
高
知
県
遺
族
会
の
平

和
の
語
り
部
事
業
へ
の
取
組
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同

遺
族
会
の
大
石
会
長
、
岩
村
事
務
局

長
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

翌
日
は
、
県
立
牧
野
植
物
園
や
高

知
城
を
見
学
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

（
高
知
県
護
国
神
社
会
議
室
に
て
）

- 3 -

戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業

～
靖
國
神
社
み
た
ま
ま
つ
り
へ
～

県
連
盟
は
７
月

日(

木)

か
ら

16

17

日(

金)
に
か
け
て
、
靖
國
神
社
の
み

た
ま
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
、
岡
山
県
の

補
助
事
業
で
令
和
８
年
度
戦
没
者
遺

族
慰
霊
研
修
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者

名
は
、
初
日
に
靖
國

49

神
社
及
び
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
の

集
団
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。

翌

日
は
、
九
段
会
館
テ
ラ
ス
の

17

日
本
遺
族
会
会
議
室
に
て
、
衆
議
院

議
員
で
遺
家

族
議
員
協
議

会
の
逢
沢
一

郎
会
長
の

「
英
霊
顕
彰

と
遺
骨
収
集

に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講

演
を
受
講
し

ま
し
た
。
講

演
後
、
戦
中

・
戦
後
の
資

料
を
保
存
・

展
示
す
る
昭

和
館
を
見
学

す
る
な
ど
、

実
り
多
い
研

修
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

(

写
真:

靖
國

神
社
に
て)

「

岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼

式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
募
集

県
の
補
助
に
よ
り
県
連
盟
主
催
で

毎
年

月
に
実
施
し
て
い
る
「
岡
山

11

の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／
沖
縄
戦
跡

慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
行
程

■
募
集
人
員
：

名(

予
定)

65

■
旅
行
代
金
：
６
万
２
千
円
／
人(

２

～
３
名
１
室
基
本)

■
申
込
締
切
：

月
９
日(

金)
(

定

10

員
に
な
り
次
第
締
切)

※
詳
細
や
お
申
込
み
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
連
盟
事
務
局(

:
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ま
で
。

6
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7
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「
平
和
の
語
り
部
」
講
話

～
県
内
各
地
の
中
学
生
に
～

県
連
盟
の
取
り
組
ん
で
い
る
「
平

和
の
語
り
部
事
業
」
で
、
戦
争
の
悲

惨
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
遺
族

の
記
憶
を
県
内
の
中
学
生
に
伝
え
る

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

◎
５
月

日(

瀬
戸
内
市
邑
久
中
）

13

県
連
盟
の
三
宅
禎
浩
理
事
長
、
岡

山
市
灘
崎
の
近
藤
嘉
也
会
長
、
岡
山

市
西
大
寺
の
森
勝
子
女
性
部
長
が
、

岡
山
平
和
祈
念
館
に
来
館
し
た
同
中

３
年
生
１
６
０
人
に
ご
自
身
の
体
験

を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
達
に

は
平
和
祈
念
館
と
、
護
国
神
社
周
辺

の
慰
霊
碑
や
母
の
像
な
ど
も
見
学
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

◎
６
月
８
日(

岡
山
市
高
島
中
）

美
作
市
郡
の
正
子
初
美
女
性
部
長

が
、「
満
州
か
ら
の
引
き
揚
げ
と
戦
後

の
暮
ら
し
」
と
題
し
て
同
中
２
年
生

１
８
０
人
に
、
命

が
け
の
引
き
揚
げ

の
様
子
や
戦
後
の

生
活
な
ど
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。

後
日
、
生
徒
全
員

か
ら
感
想
を
書
い

た
手
紙
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
上
：
正
子
さ
ん
へ

の
手
紙
の
ひ
と
つ
）

◎
６
月

日(

岡
山
市
光
南
台
中
）

23

岡
山
市
灘
崎
の
近
藤
嘉
也
会
長
は
、

「
私
の
戦
中
戦
後
の
暮
ら
し
」
と
題

し
て
、
同
中
全
学
年
約
百
人
に
、
戦

地
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
父
か
ら
の
手

紙
や
岡
山
空
襲
の
体
験
、
戦
後
の
暮

ら
し
な
ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

◎
６
月

日(

岡
山
市
後
楽
館
中
）

24

県
連
盟
の
波
多
豊
子
女
性
部
長
は
、

地
元
の
後
楽
館
中
学
校
２
年
生

人
74

に
、「
戦
後
を
生
き
て
」
と
題
し
て
、

戦
地
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
父
か
ら
の

ハ
ガ
キ
や
戦
後
の
母
と
の
厳
し
い
生

活
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
平
和
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
「
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は
な
い
、

と
い
う
言

葉
が
一
番

心
に
残
り

ま
し
た
」

な
ど
の
感

想
文
が
届

き
ま
し
た
。


